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アルゴル型連星系は早期主星とロッシュローブを満たす晩期型伴星の組み合わせからなる近接連星系である。同期回転
により 伴星の磁場活動は単独星より活動的であり、コロナや黒点等が検出されている。また短周期アルゴル系において
は、突発的に 公転周期が変化すること（SPC）も知られているが、原因は不明である。 近年、主に単独星の太陽型星に
おいてもスーパーフレアが発生することが知られ研究が進んでいるが、アルゴル系においては 詳細が不明である。我々
は、観測数が多いβ Perと、頻繁にSPCが起きるRZ Casの電波及びX線フレアの発生とSPCとの関連性 を調査した。 さら
に30系計125セクター分のTESS光度曲線から、フレアの有無を調査した。その結果、８系に10の34乗-10の38乗 ergの
フレ アを認めた（RZ Casは２回）。この内、O’Connell効果が見られる光度曲線上にフレアが見られTX UMaについて、
Phoebe2 （黒点モデル）で解析を行った。この結果、伴星の赤道付近に全表面積の3%程の黒点があったことが判明し
た。 なお、いずれもフレアの発生とSPCとの間には明瞭な関連性は見出せなかった。 
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